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R6.9.22(日)11 時 00 分 
 

低気圧と前線による大雨に伴う災害に係る 
第３回災害対策本部員会議での知事の主な発言 

 
１．会議冒頭の発言 
 

〇 今回の大雨により、お亡くなりになられた方とご遺族の

皆様に、心からお悔やみを申し上げる。また、負傷をされ

た皆様にお見舞いを申し上げる。 

 

  依然として、現時点で３名の行方不明の方がおり、安否

不明者も複数名確認されている。昨日から、自衛隊、緊急

消防援助隊にも応援いただきながら、人命救助、安全確保

を最優先に取り組んでいる。 

 

  こうした捜索・救助活動の効率化・円滑化のため、本日

午後にも安否不明者の氏名等公表を行う。 

 

〇 昨日、坂口輪島市長や泉谷珠洲市長から孤立した地域へ

の物資提供、早期の道路敬開の要請があった。 

 

  道路については、昨夜、輪島市内に通じる道路、七尾輪

島線が、片側交互通行できるよう、啓開した。その他の道

路についても、少しでも早い啓開に向け、引き続き、被害

状況の把握と復旧に向けた作業をお願いしたい。 

 

物資については、本日８時半に珠洲市の物資拠点に向け、

必要物資を乗せたトラックが出発している。輪島市に向け

ても、トラックを手配するとともに、空路でも物資輸送を

行うことを検討している。 

 

引き続き、被災者の状況を把握し、物資が必要な場合は、

市町・関係機関と連携して、被災された方々に確実に届く
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よう、しっかり対応してほしい。 

 

〇 雨があがれば泥上げなどのボランティアニーズが見込

まれる。速やかに派遣できるよう準備を加速させてほしい。 

 

〇 珠洲市から、上水道の応急復旧の要請もあった。日水協

などを通じて至急対応願いたい。 

 

〇 今後、関係市町において避難所運営等にマンパワー不足

が見込まれることから、県としては、関係市町に必要職員

数を確認している。 

 

それを踏まえ、県職員を派遣し、不足する分は県内市町

でどれだけ出せるか調整したい。それでも不足する場合は、

他県の自治体からお願いをしたいと思っている。すでに、

全国知事会の村井会長からは、必要であれば職員を出す用

意ができていると言われている。 

 

〇 雨に関しては、10 時 10 分に大雨特別警報が解除され、

警報となっている。 

 

 

２．会議最後の発言 

 

〇  昨日から能登地域だけでなく、県内全域でも雨が降り続

いており、引き続き、最大級の警戒が必要です。 

 

〇 人命救助を最優先に対応し、また、孤立地域の状況を把

握するとともに、物資支援などに万全を期してほしい。 

 

〇 依然として、宇出津町野線をはじめ、多くの道路が通行

止めとなっている。引き続き、状況把握に努め、早期の道

路啓開に全力をあげてほしい。 
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〇 携帯電話の被害状況や復旧見通しについて報告があっ

たが、携帯電話は災害時における人命救助や被災者支援に

不可欠なインフラであり、通信の確保に全力を挙げてほし

い。西田政務官が通信担当であるので、全面的なサポート

をお願いしたい。 

 

〇 天候が回復次第、浸水した住宅の復旧作業や災害ごみの

処理を本格化させる必要がある。ボランティアの受入調整

も含め、準備を加速させてほしい。 

 

〇 この後、消防防災ヘリで奥能登地域に向かい、輪島市、

能登町、珠洲市の上空から被災地を自らの目で確認したい

と考えている。また、輪島市においては地上に降り、浸水

した仮設住宅の状況を確認する。詳しくは、本部会議終了

後に資料提供する。 

 

〇 次回の会議は、今後の状況を踏まえて、本日夕方開催す

ることとしたい。具体の開催時間は、追って連絡する。 

 


